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は
じ
め
に

一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
『
史
記
』
注
釈

黄
老
思
想
と
儒
家
、
天
官
の
資
料

『
史
記
』
の
資
料
と
編
集

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

　
二
〇
世
紀
に
は
、
生
胆
・
吊
書
の
資
料
が
大
量
に
発
見
さ
れ
、
歴
史
学
、
思
想
な
ど
の
研
究
に
進
展
が
あ
っ
た
。
歴
史
学
で
は
、
二
〇

世
紀
前
半
に
発
見
さ
れ
た
土
煙
・
居
延
漢
簡
の
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
も
フ
ィ
ー
ル
ド
の
遺
跡
や
遠
軽
か
ら
出
土
し
た
法
律
、
公
文
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

類
の
資
料
を
あ
わ
せ
て
考
察
が
進
ん
だ
。

　
一
方
、
七
〇
年
代
以
降
に
古
墨
か
ら
発
見
さ
れ
た
書
籍
は
、
主
に
文
献
学
、
思
想
史
の
側
か
ら
研
究
が
進
ん
だ
。
こ
う
し
た
簡
吊
資
料

一
〇
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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二

の
発
見
が
古
文
献
研
究
に
与
え
た
意
義
に
つ
い
て
、
装
錫
圭
「
中
国
出
土
簡
中
古
籍
在
文
献
学
上
的
重
要
意
義
」
（
一
九
九
九
年
）
麗
、

一
二

ﾂ
の
立
思
義
を
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
一
は
、
貴
重
な
侠
書
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
。
二
は
、
こ
れ
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
古
書
の
早
い
時
期
の
書
物
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
。

そ
の
例
と
し
て
、
『
老
子
」
『
論
語
』
『
礼
記
』
『
孫
子
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
三
は
、
古
書
の
真
偽
や
、
そ
の
時
代
、
源
流
に
つ
い
て
認

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
こ
こ
で
は
兵
書
の
ほ
か
、
『
鵬
黒
子
』
、
帰
蔵
、
医
学
書
、
算
数
書
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
私
は
、
さ
ら
に
四
に
、
総
合
的
な
性
格
を
も
つ
書
物
の
編
纂
過
程
の
解
明
に
寄
与
す
る
こ
と
が
加
え
ら
れ
る
と
お
も
う
。
た
と

え
ば
司
馬
遷
が
著
し
た
『
史
記
』
は
、
一
つ
の
古
典
で
あ
る
と
と
も
に
、
雑
家
や
百
科
全
書
の
要
素
を
も
つ
総
合
的
な
書
物
で
あ
る
。
そ

の
た
め
出
土
資
料
が
増
加
し
て
く
る
と
、
『
史
記
』
の
編
集
に
つ
い
て
新
た
な
知
識
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
歴
史
学
か
ら
み
た
古
文
献
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
簡
騰
・
陣
門
の
発
見
が
ど
の
よ
う
に
『
史
記
』
研
究
に
貢
献
す
る
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

い
う
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

一
　
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
『
史
記
』
注
釈

　
司
馬
遷
が
『
史
記
』
を
著
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
書
物
を
見
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
『
史
記
』
に
引
用
さ
れ
た
書
名
に
よ
っ
て
知
る

　
　
　
　
　
　
る
　

こ
と
が
で
き
る
Q

　
た
と
え
ば
、
瀧
川
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』
（
以
下
『
会
注
考
証
』
と
略
す
）
で
は
、
巻
末
の
「
史
記
総
論
」
に
「
史
記
資
材
」
の

項
目
を
設
け
た
。
そ
こ
で
は
、
『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
の
論
賛
に
い
う
『
世
本
』
『
戦
国
策
』
『
楚
漢
春
秋
』
の
ほ
か
、
以
下
の
書
名
を
略
記

し
て
い
る
。



　
＊
詩
、
韓
歯
内
外
伝
、
書
、
古
文
尚
書
、
書
序
、
易
、
礼
、
周
官
（
周
礼
）
、
春
秋
、
春
秋
左
氏
伝
、
春
秋
公
羊
伝
、
春
秋
穀
梁
伝
、

　
　
国
語
、
感
奮
微
、
虞
氏
春
秋
、
呂
氏
春
秋
、
春
秋
雑
説
、
董
仲
野
春
秋
墓
守
記
、
論
語
、
孝
経
、
中
庸
、
弟
子
籍
、
五
帝
徳
、

　
　
帝
繋
姓
、
夏
小
正
、
王
制
、
川
路
、
五
帝
繋
諜
、
尚
書
集
世
、
春
秋
暦
譜
諜
、
五
徳
暦
譜
、
萬
本
紀
、
山
海
経

　
＊
劃
通
長
短
説
、
令
甲
、
功
令
、
列
侯
功
籍

　
＊
太
公
兵
法
、
司
馬
法
、
管
子
、
曇
子
春
秋
、
孫
子
、
呉
子
、
魏
公
子
兵
法
、
老
子
、
老
莱
子
、
墨
子
、
李
埋
李
克
書
、
商
直
書
、

　
　
申
子
、
荘
子
、
孟
子
、
早
早
子
、
獅
扇
子
、
淳
織
子
、
慎
子
、
田
騨
子
、
唐
子
、
環
淵
子
、
皇
子
、
　
子
、
長
子
子
、
旺
子
、

　
　
公
孫
固
子
、
葡
子
、
韓
子
、
新
語

　
＊
離
騒
、
宋
玉
・
唐
勒
・
景
差
賦
、
質
誼
賦
及
論
著
、
司
馬
相
如
賦

　
こ
れ
は
、
お
お
む
ね
⊥
通
経
（
経
書
）
、
公
文
書
、
諸
子
、
文
学
の
賦
に
い
た
る
配
列
で
あ
り
、
司
馬
遷
が
引
用
し
た
書
物
の
概
略
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
史
記
」
中
の
書
名
は
、
さ
ら
に
金
輪
建
『
司
馬
遷
所
見
書
考
』
（
一
九
六
三
年
目
で
詳
し
く
考
証
さ
れ
、
そ
の
後
も
張
大
工
「
論
史

記
取
材
」
（
『
史
記
研
究
』
一
九
八
五
年
）
は
、
金
氏
の
考
証
を
継
承
し
て
、
以
下
の
一
〇
二
種
に
整
理
し
た
。

　
　
1
．
六
経
及
び
訓
解
書
（
二
三
種
）

　
　
2
．
諸
子
百
家
及
び
方
技
書
（
五
二
種
）

　
　
3
．
歴
史
地
理
及
び
漢
室
梢
案
（
二
〇
種
）

　
　
簡
膿
・
皐
書
の
発
見
と
「
史
記
』
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



一
〇
四

4
．
文
学
書
（
七
種
）

　
ま
た
原
富
男
『
補
史
記
芸
文
志
』
（
一
九
八
0
年
）
は
、
司
馬
遷
よ
り
以
前
の
各
年
代
ご
と
に
書
物
の
成
立
を
整
理
し
、
現
存
す
る
文

献
と
の
比
較
を
進
め
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
考
察
は
、
書
名
の
考
証
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
史
記
」
の
中
に
ど
う
組
み
込
ま
れ
て
い

る
か
と
い
う
問
題
意
識
は
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
『
史
記
』
の
素
材
を
別
の
点
か
ら
指
摘
し
た
成
果
が
あ
る
。
そ
れ
は
歴
代
の
『
史
記
』
注
釈
に
み
え
て
い
る
。

　
『
史
記
』
の
注
釈
で
は
、
南
朝
宋
・
斐
駅
の
「
集
解
」
、
唐
・
司
馬
貞
の
「
索
隠
」
、
唐
・
二
面
節
の
「
正
義
」
が
三
家
注
と
し
て
知
ら

れ
、
画
風
以
降
の
版
本
に
合
注
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
諸
本
と
対
照
し
た
字
句
や
意
味
の
考
証
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
史
記
』
晋
世
家
を
例

に
と
れ
ば
、
三
家
注
は
司
馬
遷
の
時
代
前
後
に
成
立
し
た
以
下
の
書
籍
と
照
合
し
て
い
る
。

〔
集
解
〕
左
伝
、
世
本
、

〔
索
隠
〕
世
本
、
春
秋
、

〔
正
義
〕
世
本
、
国
語
、

礼
記
、

左
伝
、

左
伝

穀
梁
伝
、
公
羊
伝
、

国
語
、
尚
書

韓
詩
外
伝

ま
た
『
史
記
」
趙
世
家
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
籍
と
対
照
し
て
い
る
。

〔
集
解
〕
春
秋
、
左
伝
、
新
序
、
韓
詩
外
伝
、

〔
索
隠
〕
穆
天
子
伝
、
世
本
、
左
伝

戦
国
策
、
穀
手
伝
、
准
南
子



〔
正
義
〕
山
海
経
、
穆
天
子
伝
、
左
伝
、
世
本
、
司
馬
法

　
こ
れ
ら
は
本
来
、
本
文
の
説
明
や
、
年
代
、
人
名
な
ど
を
考
証
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
章
の
類
似
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
司
馬
遷

の
利
用
し
た
材
料
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
。
こ
う
し
た
諸
書
と
対
照
す
る
注
釈
は
、
そ
れ
以
降
も
つ
づ
け
ら
れ
、
と
く
に
梁
玉
縄
『
史
記

志
疑
」
（
清
乾
隆
、
一
七
八
七
年
）
や
、
『
会
商
考
証
』
で
は
、
一
歩
進
ん
で
年
代
を
訂
正
し
、
出
典
を
示
唆
す
る
と
い
う
観
点
が
強
く
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
さ
　

て
い
る
。
い
ま
『
史
記
』
趙
世
家
を
み
て
お
こ
う
。

　
梁
玉
縄
は
、
後
世
の
資
料
と
と
も
に
先
行
す
る
文
献
を
指
摘
す
る
が
、
晋
尊
公
十
一
年
の
知
伯
の
事
件
で
は
「
左
幕
末
篇
無
其
事
。
至

公
或
別
有
拠
。
故
説
苑
亦
載
之
也
」
と
あ
り
、
『
左
伝
」
と
異
な
る
『
郵
亭
』
な
ど
の
素
材
を
推
測
し
て
い
る
。

〔
志
疑
〕

山
海
経
、
大
戴
礼
、
穆
天
子
伝
、

呂
氏
春
秋
、
萄
子
、
韓
詩
外
伝

潅
南
子
、
国
語
、
左
伝
、
世
本
、
説
苑
、
新
序
、
戦
国
策
、

　
瀧
川
『
会
注
考
証
」
は
、
冒
頭
に
「
愚
按
、
昨
旦
左
伝
・
国
策
所
不
載
甚
多
。
史
公
正
有
所
拠
。
論
賛
云
、
見
聞
焉
王
孫
日
、
趙
王
遷

其
母
侶
也
云
云
。
豊
他
事
亦
有
得
之
於
鷹
者
乎
」
と
い
い
、
『
左
伝
』
『
戦
国
策
』
と
別
の
来
源
と
し
て
爲
氏
か
ら
の
伝
聞
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
は
顧
頷
剛
「
司
馬
談
作
史
」
（
一
九
五
一
、
『
史
林
達
識
」
一
九
六
三
年
）
と
同
じ
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
伝
承
の

ほ
か
に
、
趙
世
家
の
骨
格
と
な
る
「
趙
紀
年
」
の
存
在
や
性
質
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
瀧
川
氏
は
『
左
伝
』
『
戦
国
策
』
を
ふ
く
む

詳
細
な
注
釈
を
加
え
、
晋
文
正
と
な
る
重
耳
の
説
話
は
「
重
耳
以
下
、
本
僖
（
公
）
二
十
三
年
左
伝
」
「
本
僖
二
十
四
年
左
伝
」
「
本
荘
二

十
八
年
、
昭
（
公
）
十
三
年
左
伝
」
と
い
う
説
明
を
す
る
。
他
の
対
照
す
る
書
物
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

簡
腰
・
吊
書
の
発
見
と
『
史
記
」
研
究

一
〇
五



一
〇
六

〔
会
注
考
証
〕
大
戴
礼
、
穆
天
子
伝
、
国
語
、
左
伝
、
説
苑
、
新
序
、
獅
子
、

　
　
　
呂
氏
春
秋
、
戦
国
策
、
韓
非
子
、
潅
南
子
、
孟
子
、
商
良
書

細
孔
外
伝

　
こ
れ
ら
は
歴
代
注
釈
を
進
め
て
、
司
馬
遷
が
依
拠
し
た
出
典
を
示
唆
す
る
考
証
で
あ
る
。
し
か
し
梁
切
縄
、
瀧
川
氏
ら
の
注
釈
で
は
、

ま
だ
『
史
記
』
各
篇
の
全
体
的
な
構
成
を
分
析
す
る
に
は
い
た
つ
て
い
な
い
。
ま
た
典
拠
と
な
る
書
物
は
、
そ
の
成
立
し
た
時
期
の
形
態

や
、
司
馬
遷
が
見
た
書
物
と
同
じ
写
本
か
異
本
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
『
戦
国
策
』
『
説
苑
」
『
新
序
』
と
の
関
係

も
問
題
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　

　
こ
う
し
た
文
献
研
究
に
対
し
て
、
出
土
資
料
を
利
用
し
た
発
想
の
異
な
る
考
証
が
現
れ
た
。
そ
の
最
初
は
王
国
維
の
研
究
で
あ
る
。

　
王
国
維
「
股
ト
辞
宜
所
見
先
公
先
王
考
」
（
一
九
一
七
年
）
、
「
股
ト
蟻
形
所
見
先
公
先
王
続
考
」
（
同
年
）
は
、
甲
骨
文
字
の
拓
本
と
比

較
し
て
、
『
史
記
』
股
本
紀
に
み
え
る
王
の
系
譜
（
王
名
）
を
考
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
王
国
維
は
、
そ
の
後
も
地
下
の
資
料
と
地
上
の

文
献
を
比
較
す
る
二
重
証
明
法
を
、
『
古
史
新
証
』
（
影
印
本
一
九
三
五
、
清
華
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
で
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
王
国
維
「
太
史
公
行
年
考
」
（
一
九
…
七
、
『
観
堂
士
林
』
二
十
一
、
一
九
二
九
年
）
は
、
索
隠
が
引
く
『
博
物
志
』
の
司
馬
遷
の

経
歴
を
、
敦
煙
漢
簡
と
比
較
し
て
信
頼
性
が
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
。
か
れ
は
、
最
終
的
に
『
博
物
志
』
と
は
異
な
り
、
正
義
注
に
よ
る

景
帝
中
元
五
年
（
前
一
四
五
）
に
生
ま
れ
た
と
い
う
説
を
提
唱
す
る
が
、
こ
の
考
証
は
細
心
古
京
の
研
究
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
郭
沫
若
「
《
太
二
戸
行
年
考
》
有
問
題
」
（
『
歴
史
研
究
』
一
九
五
五
年
五
期
）
は
、
こ
の
生
年
の
考
証
を
批
判
し
、
武
帝
建
元
六
年

（
前
｝
三
五
）
と
す
る
説
を
支
持
し
た
。
し
か
し
郭
氏
が
、
さ
ら
に
敦
煙
漢
簡
一
〇
例
を
挙
げ
て
誓
書
の
信
頼
性
を
論
証
し
た
の
は
、
簡

順
資
料
に
よ
る
司
馬
遷
研
究
の
一
部
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。



　
こ
の
ほ
か
陳
直
『
史
記
心
証
』
（
一
九
七
九
年
）
、
『
漢
書
新
証
」
（
一
九
五
九
年
）
磁
、
金
文
や
出
土
資
料
に
よ
っ
て
新
た
な
注
釈
を
試

み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
『
史
記
新
郎
』
の
分
量
は
少
な
い
が
、
『
漢
書
新
市
』
が
先
に
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
七
九
年
に
補
訂

さ
れ
た
と
い
う
経
過
か
ら
、
前
漢
初
期
の
考
証
は
両
書
を
合
わ
せ
て
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
漢
書
新
駅
』
（
初
版
、
自
序
）
で
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

我
之
方
法
、
以
本
文
為
経
、
以
出
土
古
物
材
料
証
明
為
緯
。
…
…
其
体
例
完
全
倣
楊
氏
智
慧
－
：
。
有
百
分
之
七
十
、
取
証
於
古
物
、

其
余
管
見
所
及
、
一
併
附
入
。

我
所
引
用
之
材
料
、
主
要
在
昌
盛
敦
二
曲
木
簡
。
次
則
銅
器
、
漆
器
、
陶
器
、
封
泥
、
漢
画
、
貨
幣
、
石
刻
各
部
分
。

　
つ
ま
り
陳
直
氏
は
、
楊
樹
達
『
漢
書
専
管
」
（
中
国
科
学
出
版
社
、
一
九
五
五
年
）
の
古
物
に
よ
る
注
釈
を
さ
ら
に
進
め
、
約
七
割
を

古
物
に
よ
っ
て
考
証
し
た
。
そ
の
主
要
な
資
料
と
し
て
、
居
延
・
敦
煙
漢
簡
と
、
銅
器
、
漆
器
、
封
泥
、
漢
心
、
貨
幣
、
石
刻
の
各
部
分

を
使
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
文
字
や
名
称
の
考
証
が
多
く
、
『
史
記
」
各
篇
の
編
集
を
論
ず
る
に
は
い
た
つ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
出
土
資
料
の
分
量
と
内
容
に
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

　
一
九
八
○
年
代
以
降
に
な
る
と
、
『
史
記
」
に
関
連
す
る
簡
憤
・
吊
書
の
種
類
が
大
き
く
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
土
書
籍
は
、
前
漢

末
の
漢
王
朝
の
図
書
目
録
で
あ
る
『
漢
書
』
芸
文
志
と
比
べ
て
分
類
さ
れ
、
六
芸
（
経
書
）
、
諸
子
、
兵
書
、
三
聖
、
方
屋
（
医
学
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

に
ほ
ぼ
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
資
料
の
一
部
は
、
司
馬
遷
が
利
用
し
た
材
料
と
共
通
し
、
い
わ
ば
著
述
の
種
本

と
か
か
わ
る
資
料
で
あ
る
。
ま
た
司
馬
遷
が
利
用
し
た
同
系
統
の
資
料
で
は
な
く
と
も
、
『
史
記
』
の
先
行
資
料
の
あ
り
方
を
推
測
さ
せ

る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
つ
ぎ
に
①
黄
老
思
想
、
儒
家
、
天
官
の
資
料
と
、
②
そ
の
他
の
記
事
資
料
、
紀
年
資
料
な
ど
に
分
け

　
　
簡
腰
・
吊
書
の
発
見
と
『
史
記
』
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



一
〇
八

て
説
明
し
て
み
よ
う
。

二
　
黄
老
思
想
と
儒
家
、
天
官
の
資
料

　
『
史
記
』
太
二
藍
自
序
に
よ
れ
ば
、
司
馬
談
が
仕
官
す
る
と
き
、
か
れ
は
唐
都
か
ら
天
官
の
思
想
と
、
法
器
か
ら
『
易
』
、
黄
子
か
ら

道
論
を
学
ん
だ
と
い
い
、
と
く
に
道
家
を
高
く
評
価
す
る
「
六
家
の
要
旨
」
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
談
は
、
司
馬
遷
に
儒
家
の
教
育
を
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
こ
し
た
と
い
わ
れ
、
著
述
を
息
子
に
委
託
す
る
と
き
孔
子
の
編
纂
し
た
『
春
秋
」
を
継
ぐ
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
過
か

ら
、
司
馬
談
・
遷
の
父
子
に
と
っ
て
、
道
家
、
儒
家
、
天
官
の
思
想
は
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
文
献
で
は
、
こ
れ
ま
で
漢
代
初
期
の
黄
老
思
想
や
、
儒
家
、
天
童
の
資
料
の
あ
り
方
が
、
よ
ぐ
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
近
年
の
出

土
資
料
に
は
、
こ
れ
ら
と
関
連
す
る
書
籍
を
ふ
く
ん
で
い
る
。

　
1
　
黄
老
思
想
と
儒
家
の
書
物

　
ま
ず
儒
家
の
資
料
で
は
、
戦
国
早
期
の
信
陽
楚
墓
竹
簡
が
も
っ
と
も
早
い
。
こ
こ
に
は
、
「
周
公
」
を
ふ
く
む
文
字
が
あ
り
、
儒
家
に

関
す
る
資
料
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
断
片
が
多
く
、
そ
の
性
格
は
明
確
で
は
な
い
。
つ
ぎ
に
黄
老
思
想
と
儒
家
の
文
献
を
土
ハ
通
し
て
ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

む
の
は
、
湖
北
省
の
郭
軍
費
墓
竹
簡
で
あ
る
。
そ
の
年
代
は
戦
国
中
期
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
『
礼
記
』
母
衣
篇
と
同
じ
文
章
や
、
儒

家
の
資
料
、
『
老
子
』
な
ど
道
家
の
篇
が
あ
る
。
「
六
徳
」
に
は
、
す
で
に
「
詩
、
書
、
礼
、
楽
、
易
、
春
秋
」
を
並
べ
て
お
り
、
「
語
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

一
」
に
は
『
易
」
『
詩
』
『
春
秋
』
の
性
質
を
述
べ
た
表
現
が
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
書
籍
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
こ
の
時
期
ま

で
に
経
書
の
原
型
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
「
窮
達
以
時
」
に
は
、
『
説
苑
」
『
韓
詩
外
伝
』
と
類
似
す
る
説
話
が
あ
り
、



そ
の
中
に
「
子
疋
目
、
前
に
功
多
く
、
後
に
鐵
死
せ
る
は
、
其
の
智
衰
う
る
に
貢
ず
」
と
あ
り
、
す
で
に
伍
子
疋
同
の
死
が
論
評
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
『
史
記
』
伍
子
胃
列
伝
の
内
容
に
か
か
わ
る
と
と
も
に
、
後
世
の
『
説
苑
』
『
韓
詩
外
伝
』
が
先
行
資
料
を
収
録
し
て
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
三
代
で
は
、
湖
南
省
長
沙
市
の
孫
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
吊
書
に
、
文
古
礼
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
『
周
易
」
『
老
子
」
な
ど
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

家
・
道
家
の
資
料
が
あ
る
。
と
く
に
馬
子
堆
吊
書
「
老
子
乙
本
巻
前
古
侠
書
」
は
、
「
六
田
の
要
旨
」
に
か
か
わ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
内

容
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
天
道
を
重
視
す
る
思
想
や
、
存
亡
・
興
壊
に
関
す
る
観
点
で
あ
り
、
『
経
法
』
論
約
篇
に
は

以
下
の
よ
う
に
言
う
。
こ
う
し
た
興
亡
の
原
理
を
探
る
視
点
は
、
　
《
太
史
公
書
》
の
構
想
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
故
執
道
者
之
観
於
天
下
也
、
景
趣
観
事
之
所
始
起
、
審
湖
心
（
形
）
名
。
刑
（
形
）
溝
型
定
、
逆
順
有
位
、
死
生
馬
蝿
、
存
亡
・
興

壊
有
処
。
然
后
参
之
於
天
地
之
三
道
、
乃
定
禍
福
・
死
生
・
存
亡
・
興
壊
之
所
在
。

・
故
に
道
を
執
る
者
の
天
下
を
観
る
や
、
必
ず
審
ら
か
に
事
の
始
め
て
起
こ
る
所
を
観
て
、
其
の
形
名
を
審
ら
か
に
す
。
形
名
已
に
定

ま
れ
ば
、
逆
順
位
有
り
、
死
生
分
有
り
、
存
亡
・
興
壊
処
有
り
。
然
る
后
、
之
を
天
地
の
二
道
に
参
す
れ
ば
、
乃
ち
禍
福
・
死
生
・

存
亡
・
興
壊
の
在
る
所
を
定
む
。

　
安
徽
省
の
病
患
双
窮
鼠
漢
簡
に
は
、
文
帝
期
ま
で
の
『
周
易
』
の
断
簡
三
〇
〇
余
枚
と
『
詩
経
』
の
断
簡
］
七
〇
枚
が
あ
る
。
『
史
記
』

で
は
『
詩
」
『
書
』
『
易
』
な
ど
を
引
用
し
、
春
秋
時
代
以
前
の
歴
史
叙
述
や
、
格
言
の
よ
う
な
役
割
に
生
か
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
資
料

は
そ
の
一
部
が
出
土
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
阜
陽
漢
書
に
は
、
『
皇
宮
春
秋
』
と
『
説
苑
」
『
新
序
』
の
一
部
が
み
ら
れ
る
と
い
い
、
こ

こ
で
も
前
漢
末
に
劉
向
が
編
纂
し
た
と
い
う
『
説
苑
』
『
新
序
』
の
一
部
は
、
戦
国
・
秦
漢
時
代
の
説
話
を
収
録
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ

簡
憤
・
吊
書
の
発
見
と
『
史
記
』
研
究

一
〇
九



一
〇

う
。
こ
れ
ら
は
、
『
史
記
」
の
素
材
と
な
っ
た
資
料
の
一
部
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
河
北
省
の
定
県
八
角
廊
漢
墓
で
出
土
し
た
竹
簡
で
あ
る
。
こ
の
漢
墓
は
、
前
漢
末
の
中
山
王
の
墓
と
い
わ

れ
、
司
馬
遷
の
時
代
よ
り
後
の
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
『
論
語
」
の
ほ
か
、
後
世
の
『
孔
子
家
語
』
と
類
似
す
る
「
儒
家
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
」
の
資
料
が
あ
る
。
『
史
記
」
仲
尼
弟
子
列
伝
の
論
賛
に
よ
る
と
、
司
馬
遷
は
弟
子
の
姓
名
を
「
弟
子
籍
」
『
論
語
」
か
ら
採
っ
た
と
い

う
が
、
今
日
に
伝
わ
る
『
論
語
」
と
は
相
違
が
あ
る
。
か
え
っ
て
『
孔
子
家
語
」
に
、
仲
尼
弟
子
列
伝
と
よ
く
似
た
記
述
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ま
で
『
孔
子
対
語
」
は
後
世
の
偽
書
と
い
う
説
も
あ
っ
た
が
、
定
県
営
墓
の
資
料
と
比
べ
て
み
る
と
、
『
孔
子
評
語
』
の
一
部

は
前
漢
末
ま
で
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
で
は
、
そ
れ
以
前
に
書
写
さ
れ
た
『
孔
子
家
語
」
と
類
似

す
る
資
料
を
利
用
し
た
可
能
性
が
出
て
き
た
。
こ
の
意
味
で
、
司
馬
遷
よ
り
少
し
後
の
漢
墓
か
ら
出
土
す
る
資
料
に
も
注
意
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
戦
国
・
秦
漢
時
代
の
墓
か
ら
出
土
し
た
資
料
に
は
、
司
馬
談
・
遷
が
学
ん
だ
学
問
と
土
ハ
通
す
る
書
籍
を
ふ
く
ん
で
お
り
、

『
史
記
』
と
の
関
連
を
も
示
し
て
い
る
。

　
2
　
天
文
・
占
い
の
資
料

　
天
文
に
関
す
る
資
料
は
、
湖
北
三
十
県
の
曽
侯
畑
田
か
ら
出
土
し
た
漆
絵
箱
に
、
戦
国
初
期
ま
で
の
「
二
十
八
宿
」
名
が
み
え
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ソ

雲
夢
睡
消
極
秦
墓
の
竹
簡
に
『
日
書
」
と
呼
ば
れ
る
占
い
が
あ
る
。
工
藤
元
男
氏
は
、
『
日
書
』
の
原
理
を
考
察
し
、
こ
の
ほ
か
面
当
漢

簡
『
日
書
』
や
、
阜
悪
漢
簡
『
日
書
』
、
江
陵
九
店
楚
墓
竹
簡
『
日
書
』
、
江
島
張
家
山
貴
簡
『
日
書
』
、
天
水
放
馬
灘
秦
簡
『
日
書
』
、
江

陵
王
家
尾
月
簡
『
日
書
」
の
占
い
に
注
目
し
て
い
る
。
『
日
書
』
に
は
、
二
十
八
宿
占
い
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
計
量
目
引
『
日
書
」

で
は
祭
祀
、
十
木
の
吉
凶
を
伝
え
て
い
る
。



　
ま
た
近
年
、
湖
北
省
隠
州
市
の
周
家
台
三
〇
号
墓
か
ら
も
、
秦
代
の
暦
譜
の
ほ
か
、
二
十
八
星
占
い
や
五
行
占
な
ど
の
資
料
が
出
土
し

　
な
　た

。
と
く
に
秦
始
皇
三
十
四
年
の
書
卓
は
、
一
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
官
僚
・
官
吏
の
着
任
や
出
張
な
ど
が
書
き

込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
種
の
紀
年
資
料
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
二
代
で
は
、
馬
王
堆
吊
書
に
「
五
星
占
」
「
天
文
気
象
雑
占
」
と
い
う
天
文
占
い
の
資
料
が
あ
る
。
「
五
星
占
」
の
土
星
紀
年
に
は
、
秦

始
皇
帝
、
漢
（
高
祖
）
、
孝
恵
帝
、
高
皇
后
、
（
文
広
）
の
紀
年
を
記
し
、
一
部
に
「
張
楚
」
と
い
う
書
面
の
国
号
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
星
占
の
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
紀
年
資
料
と
し
て
の
価
値
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
天
文
占
い
の
資
料
は
、
必
ず
し
も
『
史
記
』
天
図
書
に
み
え
る
よ
う
な
国
家
・
王
侯
を
占
う
内
容
で
は
な
く
、
も
う
少
し
下

の
官
吏
な
ど
個
人
の
吉
凶
を
占
う
も
の
が
多
い
。
し
か
し
戦
国
、
秦
漢
時
代
の
『
日
書
」
や
星
占
の
発
見
は
、
司
馬
談
の
時
代
ま
で
に
天

文
資
料
が
竹
簡
・
寓
書
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
司
馬
談
は
、
唐
都
や
楊
何
・
黄
子
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
天
文
・
易
・

道
論
を
学
ん
だ
と
い
っ
て
も
、
口
述
の
ほ
か
に
書
写
さ
れ
た
書
籍
を
も
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
二
〇
世
紀
の
出
土
資
料
に
は
、
黄
老
思
想
や
儒
家
、
県
官
に
関
す
る
資
料
が
ふ
く
ま
れ
、
こ
れ
ら
は
司
馬
談
・
遷
の
父
子

が
著
述
を
す
る
と
き
、
思
想
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
書
物
と
関
連
す
る
。
し
か
し
黄
老
思
想
の
資
料
は
、
歴
史
の
変
化
を
示
す
記
述
が
あ

り
な
が
ら
、
『
史
記
」
の
骨
格
と
な
る
記
事
が
少
な
く
、
ま
た
儒
家
の
資
料
も
、
と
く
に
春
秋
時
代
よ
り
以
降
で
は
『
史
記
』
の
主
要
部

分
と
は
な
ら
な
い
。
天
文
資
料
も
、
一
部
は
『
史
記
』
天
官
書
の
記
述
と
関
連
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
篇
に
は
主
要
材
料
と
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
『
史
記
』
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
諸
資
料
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
最
も
大
量
な
素
材
は
、
故
事
・
説
話
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
、
紀
年
・
系
譜
な
ど
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
『
史
記
」
の
構
成
と
く
ら
べ
な
が
ら
整
理
し
て
み
よ
う
。

簡
腰
・
吊
書
の
発
見
と
『
史
記
』
研
究



一
二

三
　
　
『
史
記
』
の
資
料
と
編
集

　
1
　
諸
子
と
説
話
資
料

　
説
話
で
は
、
す
で
に
み
た
『
呂
氏
春
秋
』
『
説
苑
」
『
新
序
』
と
関
連
す
る
資
料
が
あ
る
。
ま
た
諸
子
で
は
、
早
事
楚
簡
『
老
子
』
や
馬

王
堆
用
書
『
老
子
』
の
ほ
か
、
山
東
省
銀
雀
山
竹
簡
『
孫
子
』
『
孫
膿
兵
法
」
な
ど
の
兵
書
が
有
名
で
、
軍
事
思
想
の
観
点
か
ら
も
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
進
ん
で
い
る
。
同
じ
よ
う
に
出
土
資
料
と
の
比
較
か
ら
み
れ
ば
、
諸
子
の
文
献
は
、
『
史
記
』
韓
非
列
伝
や
屈
原
平
生
列
伝
、
司
馬
相

如
列
伝
の
よ
う
に
、
一
部
に
引
用
さ
れ
て
い
る
篇
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
『
史
記
』
の
主
要
な
素
材
で
は
な
い
。

　
む
し
ろ
『
史
記
』
の
素
材
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
銀
簾
山
竹
簡
『
孫
子
」
書
後
の
説
話
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
孫
武
が

呉
王
閣
盧
の
前
で
女
官
を
閲
兵
す
る
話
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
『
史
記
』
孫
子
列
伝
と
同
じ
内
容
で
、
し
か
も
や
や
詳
し
い
。
し
た
が
っ

て
孫
武
の
説
話
は
、
『
史
記
』
の
素
材
と
共
通
す
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
説
話
は
、
『
史
記
』
の
中
に
多
く
み
え
、
『
説
苑
』
『
新
序
』
『
戦
国
策
』
の
一
部
と
も
共
通
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
簡
腰
・
吊
書
の
発
見
は
、
漢
代
ま
で
の
説
話
形
式
と
内
容
を
再
検
討
さ
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
2
　
春
秋
資
料
と
戦
国
故
事

　
つ
ぎ
に
春
秋
時
代
の
『
国
語
』
『
春
秋
二
重
伝
』
を
推
測
さ
せ
る
資
料
が
あ
る
。
馬
王
堆
吊
書
『
春
秋
事
語
』
に
は
、
晋
、
燕
、
韓
、

魏
、
魯
、
斉
、
衛
、
呉
、
宋
、
越
な
ど
に
関
す
る
｝
六
章
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
直
接
的
に
『
春
秋
』
『
国
語
』
や
、
『
史
記
』
の
各
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
共
通
す
る
記
事
で
は
な
い
が
、
漢
代
ま
で
に
種
々
の
形
態
の
春
秋
事
語
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
戦
国
故
事
で
は
、
国
王
童
部
書
『
戦
国
縦
横
家
書
』
が
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
全
部
で
二
七
篇
の
故
事
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
六

割
が
新
出
資
料
で
、
残
る
約
四
割
が
『
史
記
』
『
戦
国
策
』
と
共
通
し
、
一
部
に
『
韓
非
子
』
と
共
通
す
る
故
事
一
篇
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
戦
国
故
事
の
形
態
と
、
『
史
記
』
の
構
成
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

　
そ
れ
は
一
に
、
前
漢
末
に
出
向
が
編
纂
し
た
『
戦
国
策
』
は
、
司
馬
遷
よ
り
後
世
の
資
料
で
あ
り
、
し
か
も
宋
代
に
散
侠
し
た
も
の
を

再
編
集
し
た
版
本
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
信
頼
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
故
事
の
一
部
は
、
前
漢
初
期
の
資
料
を
正

し
く
伝
え
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
の
語
彙
を
『
史
記
』
と
共
通
す
る
篇
で
比
べ
て
み
る
と
、
『
戦
国
策
」
の
ほ
う
が
『
戦
国
縦
横

家
書
』
と
よ
く
似
た
構
文
で
、
『
史
記
』
の
ほ
う
が
編
集
を
加
え
、
文
字
の
書
き
換
え
を
し
た
形
跡
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
『
戦
国
策
』

収
録
の
故
事
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
構
文
を
伝
え
て
お
り
、
『
史
記
』
か
ら
引
用
し
た
と
い
う
説
明
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
二
に
、
司
馬
遷
が
『
史
記
』
に
故
事
を
利
用
し
た
方
法
が
、
具
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
は
、

『
史
記
』
穣
侯
列
伝
と
韓
世
家
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
戦
国
紀
年
と
系
譜
資
料
の
間
に
『
戦
国
縦
横
家
書
』
と
共
通
す
る
故
事
を
組
み
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
の
興
亡
と
、
人
物
の
運
命
を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
『
史
記
』
で
は
こ
う
し

た
形
式
の
資
料
が
か
な
り
の
分
量
を
占
め
て
お
り
、
『
戦
国
縦
横
家
書
』
『
戦
国
策
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
司
馬
遷
が
戦
国
故
事
を
取
捨

選
択
し
た
編
集
方
法
が
考
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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ま
た
派
生
す
る
問
題
と
し
て
三
に
、
思
想
史
の
側
か
ら
も
『
韓
非
子
』
の
成
立
が
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

戦
国
、
秦
漢
時
代
の
出
土
資
料
と
く
ら
べ
れ
ば
、
『
韓
非
子
』
『
呂
氏
春
秋
』
『
准
南
子
」
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
と
故
事
・
説
話
を

利
用
し
て
編
纂
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
今
後
は
こ
う
し
た
書
籍
の
構
成
分
析
も
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
司
馬
遷
の
著
述
が
、
『
呂
氏
春
秋
』
『
准
南
子
』
な
ど
と
決
定
的
に
ち
が
う
の
は
、
さ
ら
に
大
量
の
紀
年
資
料
を
利
用
し
て
、
諸

資
料
を
編
年
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
史
記
』
を
歴
史
書
と
み
な
す
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

簡
漬
・
吊
書
の
発
見
と
『
史
記
』
研
究
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四

　
3
　
紀
年
資
料
と
系
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
こ
の
紀
年
に
か
か
わ
る
簡
積
・
用
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
ま
ず
戦
国
時
代
で
は
、
戦
国
楚
筆
に
事
件
を
基
準
と
す
る
「
大
事
紀
年
」
が
み
え
、
包
山
書
簡
で
は
意
力
年
に
及
ぶ
楚
紀
年
が
わ
か
っ

て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
内
容
は
、
「
大
司
馬
昭
陽
が
晋
の
師
を
裏
家
に
敗
る
」
事
件
を
の
ぞ
い
て
『
史
記
』
楚
世
家
に
記
述
が
な
く
、
司

馬
遷
は
楚
紀
年
を
利
用
し
て
い
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　
ま
た
戦
国
・
食
代
で
は
、
睡
露
地
秦
簡
『
編
年
記
」
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
竹
簡
五
三
枚
の
上
下
二
段
に
、
秦
昭
王
元
年
か
ら
始
皇
帝
三

十
年
ま
で
の
紀
年
と
、
戦
役
な
ど
の
事
件
、
墓
主
と
お
も
わ
れ
る
人
物
の
経
歴
、
家
族
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
秦
の
事
件

は
、
一
部
が
『
史
記
』
六
国
年
表
と
一
致
し
て
お
り
、
司
馬
遷
が
「
聖
堂
」
を
利
用
し
た
と
い
う
記
述
を
裏
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
『
編
年
記
』
と
、
『
史
記
』
趙
世
家
の
紀
年
と
は
相
違
す
る
場
合
が
あ
り
、
こ
こ
に
秦
暦
と
趙
暦
の
相
違
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
阜
陽
射
簡
「
年
表
」
は
、
断
片
で
あ
る
が
、
一
本
の
竹
簡
に
各
国
系
譜
を
併
記
し
て
一
覧
す
る
形
式
で
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
る

と
い
う
。
そ
の
区
分
は
、
あ
た
か
も
『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
と
、
六
国
年
表
の
区
分
と
関
連
し
て
お
り
、
司
馬
遷
の
編
集
を
考
え
る
資

料
と
な
る
。

　
秦
漢
時
代
で
は
、
亡
霊
と
『
日
書
』
な
ど
が
出
土
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
事
件
が
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
も
紀
年
に
か
か
わ
る
資
料

と
な
る
。
そ
の
一
つ
、
湖
南
省
玩
陵
虎
漢
山
漢
墓
の
『
日
書
』
に
は
、
閻
氏
五
生
、
閻
氏
五
勝
の
中
名
が
あ
り
、
注
に
楚
漢
戦
争
時
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

件
・
人
物
を
記
す
と
い
う
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

陳
勝
反
攻
秦
以
十
月
壬
申
発
西
伐
正
当
西
方
。



楚
将
軍
項
籍
助
趙
。

　
同
じ
よ
う
に
馬
王
堆
吊
書
「
五
星
占
」
も
、
紀
年
に
か
か
わ
る
資
料
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
戦
国
、
秦
漢
時
代
の
紀
年
資
料
は
、
あ

ら
た
あ
て
年
代
に
出
土
し
た
と
い
う
汲
家
窺
書
の
書
籍
や
、
『
竹
書
紀
年
』
の
性
格
を
考
え
る
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
と
共
に
、
『
史
記
』
紀
年
資
料
の
性
格
を
具
体
的
に
考
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

　
4
　
そ
の
他
の
資
料

　
こ
の
ほ
か
興
味
深
い
資
料
と
し
て
、
医
学
関
係
の
書
物
が
あ
る
。
た
と
え
ば
馬
王
堆
扁
書
の
医
学
書
に
は
、
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書
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
う
し
た
医
学
書
の
出
現
は
『
史
記
』
扁
鵡
列
伝
の
伝
え
を
連
想
さ
せ
る
。

婦
人
科
の
書
、
小
児
科
の

扁
鵠
名
聞
天
下
。
過
耶
郵
、
聞
貴
婦
人
、
即
爲
帯
下
醤
。
過
雛
陽
、
聞
癖
人
愛
老
人
、
即
爲
耳
目
墓
園
。
蔵
入
菊
陽
、
卒
園
人
愛
小

見
、
即
爲
小
見
讐
。
随
皇
継
攣
。
秦
太
醤
令
李
酪
自
知
伎
不
如
扁
鵠
也
、
盗
人
刺
殺
之
。
至
楽
天
下
言
肖
者
、
由
扁
鵠
也
。

　
扁
鵠
は
、
そ
の
国
の
俗
に
し
た
が
っ
て
専
門
を
変
え
た
と
い
う
。
か
れ
は
、
趙
の
郡
郷
で
婦
人
を
大
切
に
す
る
と
聞
く
と
、
婦
人
科
の

医
者
と
な
り
、
秦
の
威
陽
に
行
き
小
児
を
愛
す
る
と
聞
く
と
、
小
児
科
の
医
者
に
な
っ
た
。
こ
う
七
た
伝
え
ば
、
ど
こ
ま
で
事
実
か
わ
か

ら
な
い
が
、
沼
代
の
医
学
に
同
様
の
内
容
が
あ
る
の
は
、
た
し
か
に
実
状
を
ふ
ま
え
た
伝
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
ま
た
『
史
記
』
で
は
、
漢
代
詔
書
、
公
文
書
と
共
通
す
る
出
土
資
料
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
漢
書
』
で
は
塩
煙
漢
簡
や
居
山
雪
簡
の
よ

う
に
共
通
す
る
記
事
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
は
、
公
文
書
の
よ
う
な
内
容
に
お
い
て
も
『
史
記
」
『
漢
書
』
を
通
じ
て
検
討
で
き
る

簡
腰
・
皐
書
の
発
見
と
『
史
記
』
研
究
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一
六

で
あ
ろ
う
。

　
5
　
　
『
史
記
』
の
編
集

　
こ
の
よ
う
に
出
土
資
料
の
内
容
と
、
伝
来
の
古
文
献
を
あ
わ
せ
、
『
史
記
』
の
構
成
を
考
え
て
み
る
と
、
司
馬
遷
は
王
朝
に
集
め
ら
れ

た
書
籍
を
主
要
な
素
材
と
し
て
編
纂
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
説
話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
な
話
も
、
す
で
に
漢
代
ま
で
に
多
く
は
書

写
資
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
形
式
は
、
紀
年
と
記
事
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
歴
史
を
叙
述
す
る
点
で
、
い
わ
ば

『
春
秋
左
氏
伝
』
の
形
式
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
『
史
記
』
の
構
造
と
編
集
過
程
は
、
各
丸
ご
と
に
論
ず
る
必
要
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

こ
こ
で
は
そ
の
展
望
を
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
『
史
記
」
五
帝
本
紀
、
夏
本
紀
、
股
本
紀
、
周
本
紀
は
、
経
書
、
伝
説
、
系
譜
、
紀
年
資
料
を
中
心
に
編
集
さ
れ
、
周
本
紀
の
後

半
に
は
戦
国
故
事
の
利
用
が
み
ら
れ
る
。
秦
本
紀
、
秦
上
皇
本
紀
は
、
紀
年
資
料
が
多
く
、
そ
こ
に
碑
文
や
記
事
資
料
が
挿
ま
れ
て
い
る
。

項
羽
本
紀
と
高
祖
本
紀
は
、
『
楚
漢
春
秋
』
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
聖
代
の
三
后
本
紀
、
孝
文
本
紀
に
は
、
詔
書
や
公
文
書
と
お
も
わ

れ
る
資
料
が
あ
る
。

　
『
史
記
」
十
表
で
は
、
系
譜
、
魯
国
の
紀
年
資
料
、
「
上
記
」
と
呼
ば
れ
る
紀
年
、
楚
王
と
項
羽
の
楚
紀
年
な
ど
が
想
定
さ
れ
、
そ
の

ほ
か
北
岳
王
侯
の
資
料
を
使
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
『
史
記
』
八
書
は
、
制
度
の
沿
革
を
述
べ
る
と
き
経
書
と
共
通
す
る
資
料
を
利
用
し
、

そ
の
ほ
か
天
文
、
暦
法
の
資
料
や
、
ト
笠
祭
祷
資
料
も
関
連
資
料
と
な
ろ
う
。

　
『
史
記
』
世
家
で
は
、
そ
の
先
祖
の
伝
え
に
経
書
と
土
ハ
通
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
説
話
、
系
譜
、
紀
年
資
料
、
戦
国
故
事
、
公

文
書
な
ど
を
利
用
し
た
形
跡
が
あ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
少
な
い
紀
年
と
、
説
話
や
諸
子
、
系
譜
、
戦
国
故
事
、
公
文
書
な
ど
で
構
成
し
た

の
が
『
史
記
」
列
伝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
『
史
記
』
列
伝
に
は
、
周
辺
諸
民
族
の
社
会
と
歴
史
を
記
し
た
外
国
列
伝
に
あ
た
る



篇
や
、
日
者
列
伝
、
貨
殖
列
伝
な
ど
の
資
料
が
あ
り
、
そ
の
材
料
は
複
雑
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
中
国
で
出
土
し
た
簡
憤
・
雨
期
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
『
史
記
』
の
先
行
資
料
と
い
わ
れ
た
書
籍
の
一
部
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
れ
は
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
古
文
献
の
性
格
を
再
検
討
さ
せ
、
ま
た
司
馬
遷
の
時
代
よ
り
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
戦
国
策
』
『
説
苑
』

『
新
序
」
の
一
部
も
、
前
漢
ま
で
の
記
述
を
伝
え
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
簡
積
・
吊
書
の
発
見
は
、
漢

代
ま
で
の
諸
資
料
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
与
え
る
と
い
え
よ
う
。

　
司
馬
遷
は
、
こ
う
し
た
諸
資
料
を
利
用
し
て
『
史
記
』
を
編
集
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
と
き
、
司
馬
遷
が
先
行
資
料
を
利
用
し

た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
自
分
の
歴
史
観
に
よ
っ
て
記
事
を
取
捨
選
択
し
て
い
る
点
が
重

要
で
あ
る
。
か
れ
は
、
経
書
、
諸
子
、
紀
年
資
料
、
系
譜
、
二
塁
、
占
い
の
書
、
戦
国
故
事
、
公
文
書
な
ど
の
ほ
か
に
、
信
頼
性
の
疑
わ

し
い
説
話
や
故
事
を
ふ
く
め
、
多
く
の
諸
資
料
を
選
択
し
て
『
史
記
」
を
完
成
さ
せ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
出
土
資
料
の
分
析

は
、
さ
ら
に
進
ん
で
『
史
記
』
の
構
造
と
編
集
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
価
値
を
も
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
も
う
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
、
先
行
す
る
書
写
資
料
の
ほ
か
に
、
司
馬
遷
が
旅
行
に
よ
る
取
材
や
、
漢
代
の
人
々
か
ら
の
伝

聞
、
語
り
物
な
ど
を
多
く
利
用
し
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
と
く
に
二
十
歳
の
旅
行
は
、
一
般
に
著
述
の
取
材
が
目
的
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
し
か
し
司
馬
遷
の
旅
行
先
と
、
『
史
記
』
各
篇
の
記
述
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
本
文
に
は
ほ
と
ん
ど
現
地
の
記
述
が
な
く
、
わ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

か
に
書
算
末
尾
の
論
賛
に
、
一
部
の
見
聞
が
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
司
馬
遷
の
旅
行
体
験
は
、
の
ち
に
著
述
を
す
る
背
景

と
し
て
、
書
物
を
編
集
す
る
と
き
の
歴
史
評
価
や
、
歴
史
地
理
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
旅
行
の
取
材
を
『
史
記
』

簡
順
。
吊
書
の
発
見
と
『
史
記
』
研
究

一
一
七



一
八

の
主
要
資
料
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
か
ら
司
馬
遷
が
著
述
に
利
用
し
た
主
要
資
料
は
、
や
は
り
当
時
の
書
写
さ
れ
た
諸
資
料

が
中
心
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
簡
騰
・
寓
書
の
形
式
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
簡
積
・
島
書
の
発
見
は
、
古
文
献
の
成
立
と
、
歴
史
・
思
想
の
文
献
研
究
を
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
『
史
記
』
の
よ
う
な
総
合
的
書

物
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
意
義
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
出
土
資
料
と
古
文
献
を
分
析
し
な
が
ら
、

『
史
記
』
各
篇
の
構
造
に
即
し
て
、
司
馬
遷
の
歴
史
観
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

注

（
1
）
王
国
維
「
最
近
二
三
十
年
中
中
国
新
発
見
之
学
問
」
（
一
九
二
五
年
目
は
、
古
来
の
三
大
発
見
、
す
な
わ
ち
①
苗
代
の
孔
子
宅
の
壷
中
か
ら
出
た
書

　
物
、
②
西
晋
時
代
の
汲
家
書
、
③
股
櫨
の
甲
骨
文
字
、
工
商
・
西
域
の
漢
晋
木
簡
、
敦
煙
無
下
洞
の
写
本
書
巻
な
ど
の
発
見
に
よ
り
、
各
時
代
に
新

　
し
い
学
問
が
蘇
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
近
年
で
は
大
庭
脩
『
木
簡
学
入
門
』
（
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）
、
同
『
大
英
博
物
館
蔵
敦
煙
漢
簡
』

　
概
説
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
、
永
田
英
正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
序
章
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）
、
騨
宇
憲
・
段
書
安
編
著
「
本
世

　
紀
以
来
出
土
簡
庵
概
述
』
（
台
北
市
、
万
巻
楼
図
書
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
に
紹
介
が
あ
る
。

（
2
）
蓑
劇
毒
「
中
国
出
土
簡
扁
古
草
聖
文
献
学
上
的
重
要
意
義
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
三
号
、
一
九
九
九
年
、
『
北
京
大
学
古
文
献
研
究
所
集
刊
1
』

　
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
。

（
3
）
拙
著
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
第
一
編
第
一
章
「
『
史
記
』
と
中
国
出
土
書
籍
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
で
は
、
戦
国
期
を
中
心

　
に
出
土
資
料
と
『
史
記
』
と
の
関
係
を
述
べ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
新
出
資
料
の
発
見
が
続
い
て
お
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。



（
4
）
瀧
川
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』
「
史
記
総
論
」
史
記
資
材
（
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
一
九
三
二
～
三
四
年
）
、
金
虫
笛
『
司
馬
遷
所
見
書

　
考
』
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）
、
張
大
悪
「
論
史
記
取
材
」
（
「
史
記
研
究
』
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
、
原
富
男
『
補
史
記
芸
文

　
志
』
（
春
秋
社
、
　
一
九
八
○
年
）
な
ど
。

（
5
）
繭
玉
縄
『
史
記
志
疑
』
（
清
乾
隆
】
七
八
七
、
中
華
諸
白
、
「
九
八
一
年
）
、
瀧
川
前
掲
『
史
記
会
注
考
証
』
。
ち
な
み
に
池
田
四
郎
次
郎
『
史
記
補

　
注
』
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
は
、
字
句
の
校
訂
や
解
釈
が
中
心
で
、
出
典
は
以
下
の
資
料
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
〔
史
記
補
注
〕
左
伝
、
戦
国
策
、
説
苑
、
新
序
、
准
南
子

（
6
）
王
国
維
「
股
卜
辞
中
所
見
先
公
先
王
考
」
（
一
九
一
七
年
）
「
股
ト
辞
中
所
見
先
公
先
王
続
考
」
（
同
年
、
以
上
の
ち
『
観
堂
集
林
』
巻
九
）
。
ま
た

　
同
「
史
記
所
謂
古
文
説
」
（
一
九
一
六
、
『
観
堂
集
林
』
巻
七
）
「
史
籍
篇
疏
証
序
」
（
一
九
一
六
、
『
観
堂
集
林
』
巻
五
）
に
も
『
史
記
』
に
関
連
す
る

　
考
証
が
あ
る
。

（
7
）
陳
直
『
史
記
新
証
』
（
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
目
、
同
『
漢
書
軽
量
』
（
一
九
五
九
、
第
二
版
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
。

（
8
）
た
と
え
ば
李
再
思
「
馬
王
堆
用
書
与
《
鵬
冠
子
》
」
（
一
九
八
三
、
『
李
学
寄
集
』
黒
龍
江
教
育
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
で
は
、
墨
書
を
『
漢
書
』

　
芸
文
志
の
分
類
に
従
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

（
9
）
佐
藤
武
敏
「
司
馬
談
と
歴
史
」
（
『
司
馬
遷
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
）
。

（
1
0
）
荊
門
市
博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
。

（
1
1
）
『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
、
六
芸
略
の
書
籍
を
「
易
、
書
、
詩
、
礼
、
楽
、
春
秋
、
論
語
、
孝
経
、
小
学
」
に
分
け
た
が
、
「
易
、
書
、
詩
、
礼
、
楽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
春
秋
」
は
、
戦
国
時
代
か
ら
経
典
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
郭
店
楚
簡
「
六
徳
」
に
、
「
諸
を
詩
・
書
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
。
諸
を
礼
・
楽

　
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
。
諸
を
易
・
春
秋
に
観
れ
ば
則
ち
亦
た
在
り
」
と
あ
る
。
郭
店
景
印
「
語
叢
一
」
に
は
、
「
易
は
天
道
・
人
道
を
会
す
る
所

　
以
な
り
」
「
詩
は
古
今
の
侍
（
志
）
を
会
す
る
所
以
な
り
」
「
春
秋
は
古
今
の
事
を
会
す
る
所
以
な
り
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
『
易
』
『
詩
』

　
　
簡
積
・
吊
書
の
発
見
と
『
史
記
』
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



一
二
〇

　
『
春
秋
』
の
性
質
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
2
）
た
と
え
ば
浅
野
裕
一
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
（
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

（
1
3
）
定
県
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
「
定
県
4
0
号
漢
墓
出
土
竹
簡
簡
介
」
、
同
「
《
儒
家
者
言
》
釈
文
」
（
以
上
、
『
文
物
』
一
九
八
一
年
八
期
）
、
『
定
州
漢
墓

　
竹
簡
《
論
語
》
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
。

（
1
4
）
工
藤
元
男
『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
樽
代
の
国
家
と
社
会
』
第
四
章
「
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
の
基
礎
的
検
討
」
（
単
文
社
、
一
九
九
八
年
）
。

（
1
5
）
湖
北
省
荊
州
市
周
梁
玉
橋
遺
祉
博
物
館
編
『
関
心
秦
漢
墓
簡
騰
』
（
中
華
書
中
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
1
6
）
湯
浅
邦
弘
『
中
国
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）
。

（
1
7
）
馬
王
堆
漢
墓
罫
書
整
理
小
組
編
『
馬
王
堆
漢
首
吊
書
〔
参
〕
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
、
呉
栄
曽
「
読
吊
書
本
《
春
秋
事
語
》
」
（
『
文
物
』

　
一
九
八
八
年
二
期
）
。

（
1
8
）
前
掲
『
馬
出
堆
漢
墓
用
書
〔
参
〕
』
（
一
九
八
三
年
目
、
佐
藤
武
敏
監
修
『
馬
蝉
堆
異
書
・
戦
国
縦
横
家
書
』
（
朋
友
書
店
、
一
九
九
三
年
目
、
拙
稿

　
「
馬
王
堆
鼠
書
『
戦
国
縦
横
家
書
』
の
構
成
と
性
格
」
（
前
掲
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
）
な
ど
。

（
1
9
）
拙
稿
「
『
史
記
』
穣
侯
列
伝
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
東
方
学
』
七
一
輯
、
一
九
八
六
年
）
、
同
「
『
史
記
』
韓
世
家
の
史
料
的
考
察
」
（
前
掲
『
史
記

　
戦
国
史
料
の
研
究
』
）
。

（
2
0
）
湯
浅
邦
弘
「
蘇
る
戦
国
故
事
一
資
料
紹
介
『
馬
王
堆
重
書
戦
国
縦
横
家
書
』
」
（
『
中
国
図
書
』
六
i
五
、
一
九
九
四
年
）
。

（
2
1
）
紀
年
資
料
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
史
記
』
戦
国
紀
年
の
再
検
討
」
（
前
掲
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
）
、
拙
稿
「
『
史
記
』
尼
君
本
紀
と
秦
楚
之
際

　
月
表
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
五
四
－
二
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

（
2
2
）
「
虎
漢
山
1
号
漢
墓
後
期
発
掘
整
理
又
穫
成
果
」
（
『
中
国
文
物
報
』
一
九
九
九
年
一
〇
月
一
七
日
）
。

（
2
3
）
馬
王
三
悪
墓
吊
書
整
理
小
組
編
『
二
王
堆
漢
浦
島
書
〔
騨
〕
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
、
山
田
慶
児
コ
扁
鵠
伝
説
」
（
『
夜
鳴
く
鳥
』
岩
波
書



　
店
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
。
ち
な
み
に
太
史
令
が
所
属
す
る
登
場
に
は
、
太
卜
、
太
医
が
お
り
、
医
術
に
関
す
る
情
報
を
得
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
2
4
）
そ
の
概
略
は
、
前
掲
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
、
拙
著
『
司
馬
遷
と
そ
の
時
代
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（
2
5
）
佐
藤
武
敏
「
司
馬
遷
の
旅
行
」
（
前
掲
『
司
馬
遷
の
研
究
』
）
、
拙
稿
「
司
馬
遷
の
旅
行
と
取
材
」
（
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
八
、

　
二
〇
〇
〇
年
）
、
同
「
司
馬
遷
的
取
材
与
秦
国
人
物
」
（
秦
始
皇
兵
馬
桶
博
物
館
編
『
第
5
回
秦
桶
学
術
討
論
会
論
文
集
』
馬
弓
人
民
出
版
社
、
二
〇

　
〇
〇
年
）
、
前
掲
『
司
馬
遷
と
そ
の
時
代
』
な
ど
参
照
。

簡
績
・
用
書
の
発
見
と
『
史
記
』
研
究

二
一


